
467.3
409

100
150
200
250
300
350
400
450
500

1997年 2011年

安
倍
政
権
が
か
か
げ
る

経
済
対
策
に
期
待
す
る
声

が
一
部
に
あ
り
ま
す
が
、

多
く
の
識
者
は
否
定
的
で

す
。内

需
が
冷
え
込
ん
で
い

る
と
き
に
日
銀
が
い
く
ら

資
金
を
供
給
し
て
も
、
企

業
は
投
資
に
回
さ
な
い
こ

と
は
こ
れ
ま
で
証
明
済
み

だ
か
ら
で
す
。

デ
フ
レ
不
況
の
最
大
の

原
因
は
、
グ
ラ
フ
の
よ
う

に
働
く
人
の
所
得
が
減
り

続
け
て
い
る
こ
と
で
す
。

こ
ん
な
時
に
消
費
税
の
大

増
税
が
強
行
さ
れ
れ
ば
、

家
計
も
地
方
経
済
も
、
企

業
経
営
も
大
打
撃
で
す
。

財
政
再
建
ど
こ
ろ
の
話
し

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

人
間
ら
し
く
働
け
る

ル
ー
ル
を

大
企
業
は
、
賃
上
げ
に

否
定
的
で
、
電
機
産
業
は

大
規
模
な
リ
ス
ト
ラ
を
す

す
め
よ
う
と
し
て
い
ま
す

が
、
大
企
業
が
貯
め
込
ん

だ
内
部
留
保
２
６
０
兆
円

の
１
％
使
う
だ
け
で
一
万

円
の
賃
上
げ
が
で
き
る
の

で
す
。

リ
ス
ト
ラ
・
賃
下
げ
を

続
け
、
派
遣
・
パ
ー
ト
、

ア
ル
バ
イ
ト
雇
用
を
拡
大

す
る
の
で
は
な
く
、
「
雇

用
は
正
社
員
が
当
た
り
前
」

の
社
会
を
政
治
の
力
で
実

現
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

ま
す
。

雇
用
に
役
立
つ
公
共

事
業
で
地
域
経
済
の

振
興
を

同
時
に
、
「
国
土
強
靱

化
」
な
ど
と
い
っ
て
、
高

速
道
路
、
港
湾
な
ど
の
大

型
公
共
事
業
の
バ
ラ
マ
キ

で
す
。
こ
れ
は
失
敗
済
み

の
政
策
を
繰
り
返
し
、
見

か
け
の
経
済
成
長
を
演
出

し
て
、
来
年
の
消
費
税
増

税
を
強
行
し
よ
う
と
言
う

の
で
す
。

同
じ
公
共
事
業
な
ら
、

ゼ
ネ
コ
ン
だ
け
が
儲
か
る

よ
う
な
大
規
模
公
共
事
業

で
は
な
く
、
身
近
な
公
共

事
業
を
増
や
し
、
地
元
企

業
に
優
先
発
注
す
る
こ
と

が
必
要
で
す
。
あ
わ
せ
て
、

子
ど
も
医
療
費
無
料
化
や

国
保
税
引
き
下
げ
な
ど
市

民
の
家
計
を
応
援
す
る
こ

と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

雇
用
を
守
り
、
所
得
を

増
や
し
て
、
家
計
の
負
担

を
減
ら
し
て
い
く
こ
と
が
、

国
に
も
地
方
に
も
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

２
月
１
日
、
飯
能
市
環

境
審
議
会
（
会
長
南
林
さ

え
子
駿
河
台
大
学
教
授
）

が
開
催
さ
れ
、
平
成
25
年

４
月
～
10
年
間
の
自
然
環

境
、
生
活
環
境
全
般
に
わ

た
る
資
質
の
向
上
を
は
か

る
た
め
、
「
第
２
次
飯
能

市
環
境
基
本
計
画
（
案
）
」

が
よ
う
や
く
ま
と
ま
り
提

案
さ
れ
ま
し
た
。

第
１
次
計
画
（
平
成
15

年
か
ら
の
10
年
間
）
は
、

通
常
の
騒
音
や
河
川
の
汚

濁
、
大
気
汚
染
な
ど
の
調

査
に
加
え
、
里
山
の
保
全

や
地
球
温
暖
化
防
止
の
取

り
組
み
を
位
置
置
づ
け
て

き
ま
し
た
。

第
２
次
計
画
（
案
）
で

は
、
東
日
本
大
震
災
を
経

て
、
電
力
利
用
の
あ
り
方

の
点
で
は
、
ラ
イ
フ
ス
タ

イ
ル
の
見
直
し
や
自
然
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
普
及
促
進
を

図
る
こ
と
。
放
射
性
物
質

に
よ
る
環
境
汚
染
へ
の
対

応
と
し
て
、
空
間
放
射
線

量
の
測
定
、
食
品
・
水
道

水
中
の
放
射
性
物
質
の
検

査
、
ご
み
処
理
施
設
、
し

尿
・
下
水
処
理
施
設
、
浄

水
場
か
ら
発
生
す
る
灰
と

汚
泥
の
放
射
性
物
質
の
検

査
、
放
射
性
物
質
に
よ
る

環
境
汚
染
に
関
す
る
情
報

等
の
提
供
な
ど
、
昨
年
に

引
き
続
い
て
事
業
の
継
続

が
位
置
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
西
川
材
の
利
用

拡
大
や
山
間
地
域
の
日
照

改
善
の
研
究
、
空
き
家
対

策
、
鳥
獣
被
害
対
策
、
犬
・

猫
な
ど
ペ
ッ
ト
の
飼
い
方

や
マ
ナ
ー
に
関
す
る
啓
発

な
ど
、
議
会
の
一
般
質
問

や
全
市
で
開
催
さ
れ
た
懇

談
会
で
出
さ
れ
た
市
民
の

意
見
が
網
羅
さ
れ
た
内
容

と
な
っ
て
い
ま
す
。
着
実

な
推
進
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

雪
の
夜
は
マ
ッ
チ

の
火
が
恋
し
い
な

ん
て
い
う
と
古
い

と
笑
わ
れ
そ
う
で

す
。
寺
山
修
司
に

は
「
マ
ッ
チ
擦
る

つ
か
の
ま
海
に
霧

深
し
身
捨
つ
る
ほ
ど
の
祖
国

は
あ
り
や
」
が
あ
る
し
、
金

子
兜
太
に
は
「
無
神
の
旅
あ

か
つ
き
岬
を
マ
ッ
チ
で
燃
し
」

が
あ
る
。
マ
ッ
チ
は
詩
的
な

存
在
な
の
で
す
▼
と
こ
ろ
で

子
ど
も
の
頃
は
火
遊
び
を
し

て
い
る
と
親
か
ら
厳
し
く
叱

ら
れ
た
も
の
で
す
。
子
ど
も

の
火
遊
び
が
取
り
返
し
の
か

な
い
火
事
に
な
る
こ
と
が
あ

る
の
だ
か
ら
親
も
真
剣
に
怒
っ

た
。
最
近
の
尖
閣
諸
島
を
め

ぐ
る
日
中
の
対
応
を
み
て
い

る
と
、
ど
う
し
て
も
子
ど
も

の
頃
の
火
遊
び
を
思
い
出
し

て
し
ま
う
▼
中
国
軍
の
海
自

艦
へ
の
射
撃
用
レ
ー
ダ
ー
の

照
射
は
一
歩
間
違
え
れ
ば
重

大
な
不
測
の
事
態
を
招
き
か

ね
な
い
挑
発
行
為
で
す
。
そ

れ
に
し
て
も
日
本
も
中
国
も

ど
う
も
尖
閣
問
題
を
政
治
的

に
利
用
す
る
こ
と
し
か
考
え

て
い
な
い
よ
う
で
す
。
お
互

い
に
利
用
し
あ
っ
て
火
遊
び

を
し
て
い
る
う
ち
に
大
火
に

な
っ
た
ら
ど
う
す
る
の
か
と

思
う
と
ぞ
っ
と
し
ま
す
。
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“
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
”
で
打
開
で
き
る
か

働
く
人
の
所
得
増
や
し
て
こ
そ

(土)午後７時
飯能市民会館小ホール

お話
衆議院議員 塩川てつや
市議会議員 金子としえ
市議会議員 山田とし子
市議会議員 新井たくみ
市議会議員 滝沢おさむ

日本共産党飯能市委員会・同後援会

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
放
射
能
、
空
き
家
対
策

な
ど
環
境
基
本
計
画
（
案
）
を
提
示

暮らしと営業を応援する市
政の実現をめざし
飯能市議選で４議席確保を

訂
正
と
お
詫
び

前
号
の
記
事
中
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
流
行
の
記

事
に
つ
い
て
、
飯
能
二

小
と
あ
り
ま
し
た
が
、

二
小
で
は
な
く
一
小
で

し
た
。
お
詫
び
し
て
訂

正
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。



2
月
3
日
、
笠
縫
区
画

整
理
事
業
の
進
捗
率
状
況

説
明
会
が
加
治
地
区
行
政

セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
当
地
区
の
区
画
整

理
は
昭
和
63
年
に
当
初
の

事
業
認
可
が
さ
れ
、
既
に

24
年
経
過
し
て
い
ま
す
。

説
明
会
で
は
笠
縫
土
地

区
画
整
理
事
業
は
、
施
工

面
積
76
・
６
Ha
で
区
域
内

の
建
物
戸
数
は
１
３
８
０

戸
、
移
転
対
象
戸
数
は
８

５
１
戸
と
な
っ
て
い
ま
す

が
、
現
時
点
で
の
建
物
移

転
は
７
１
５
戸
が
移
転
、

移
転
率
は
84
％
に
な
っ
て

い
る
と
の
現
状
報
告
、
ま

た
、
住
民
要
望
の
一
つ
で

あ
る
公
園
の
整
備
に
つ
い

て
は
、
現
在
八
高
線
と
西

武
線
の
交
差
付
近
の
3
号

公
園
の
整
備
が
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
Ｊ
Ａ
い
る
ま
野

か
ら
佐
瀬
踏
切
へ
向
か
う

途
中
の
東
側
で
１
号
公
園

の
整
備
を
進
め
26
年
度
に

は
利
用
で
き
る
よ
う
整
備

を
進
め
る
と
し
て
い
ま
す
。

平
成
27
年
3
月
に
は
南

北
を
結
ぶ
道
路
が
開
通

現
在
、
地
区
内
で
は
南

北
の
道
路
整
備
を
進
め
る

た
め
原
屋
さ
ん
付
近
の
六

道
踏
切
の
移
設
工
事
が
行

わ
れ
て
い
ま
す
が
、
今
年

度
で
工
事
は
完
了
し
北
側

直
近
の
双
柳
岩
沢
線
ま
で

の
一
方
通
行
は
解
消
さ
れ

ま
す
。
さ
ら
に
西
武
線
7

号
踏
切
で
は
地
下
に
雨
水

管
な
ど
の
敷
設
工
事
と
と

も
に
信
号
や
通
信
の
工
事

を
進
め
27
年
3
月
に
は
９

ｍ
に
拡
幅
さ
れ
自
動
車
も

通
行
で
き
る
予
定
と
な
っ

て
お
り
元
笠
縫
駐
在
所
付

近
か
ら
原
屋
さ
ん
北
側
ま

で
自
動
車
が
通
行
可
能
に

な
り
ま
す
。

ま
た
、
同
時
に
（
新
）

元
加
治
９
号
踏
切
の
整
備

を
進
め
同
時
期
に
通
行
で

き
る
よ
う
に
し
、
区
画
整

理
事
務
所
南
側
の
現
9
号

踏
切
は
廃
止
に
な
る
予
定

で
す
。
八
高
線
、
大
久
保

踏
切
に
つ
い
て
も
27
年
3

月
に
西
側
へ
の
移
設
が
完

了
し
島
崎
踏
切
、
現
大
久

保
踏
切
、
上
岡
踏
切
は
廃

止
に
な
り
ま
す
が
、
国
道

２
９
９
号
線
の
コ
ン
ビ
ニ

東
側
か
ら
加
治
小
学
校
北

側
へ
の
道
路
も
通
行
で
き

る
よ
う
に
し
た
い
と
し
て

い
ま
す
。

事
業
認
可
10
年
の
延
伸

笠
縫
区
画
整
理
事
業
は

建
物
移
転
率
で
は
、
84
％

と
な
っ
た
も
の
の
道
路
整

備
率
（
道
路
側
溝
な
ど
が

完
備
さ
れ
た
道
路
）
で
は

22
・
47
％
で
あ
り
１
３
６

戸
の
移
転
残
戸
数
も
あ
り

今
後
の
事
業
の
問
題
に
つ

い
て
「
現
在
の
事
業
認
可

は
平
成
27
年
3
月
31
日
と

な
っ
て
い
る
が
本
当
に
事

業
が
完
了
す
る
の
か
」
と

の
質
問
に
、
「
さ
ら
に
10

年
程
度
の
事
業
延
伸
と
な

る
」
と
の
考
え
が
示
さ
れ

ま
し
た
。

奥
む
さ
し
・
文
化
9
条

の
会
は
「
文
化
を
通
じ
て

9
条
の
素
晴
ら
し
さ
を
市

民
に
広
げ
よ
う
」
と
地
域

で
粘
り
強
い
活
動
を
展
開

し
て
、
6
年
を
経
過
し
ま

し
た
。
さ
る
、
2
月
2
日

（
土
）
夕
方
、
市
内
一
丁

目
ク
ラ
ブ
に
お
い
て
、
7

回
目
の
「
全
体
会
議
・
新

年
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

一
年
の
ま
と
め
と
新
年

度
の
計
画
、
役
員
の
選
出

を
行
い
ま
し
た
。
計
画
に

よ
る
と
春
は
憲
法
記
念
日

の
中
央
集
会
、
夏
は
反
核
、

平
和
の
イ
ベ
ン
ト
、
秋
は

市
民
ぐ
る
み
の
文
化
イ
ベ

ン
ト
な
ど
を
決
め
ま
し
た
。

新
年
会
で
は
三
味
線
の

演
奏
と
民
謡
、
ハ
ー
モ
ニ

カ
、
ギ
タ
ー
演
奏
、
フ
ル
ー

ト
と
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
の
演

奏
な
ど
和
や
か
に
文
化
交

流
で
親
睦
を
深
め
ま
し
た
。

懇
談
の
意
見
で
は
「
総

選
挙
で
憲
法
改
悪
勢
力
が

多
数
に
な
っ
た
。
本
気
で

9
条
を
守
る
活
動
に
全
力

を
挙
げ
よ
う
」
の
意
見
も

あ
り
、
情
勢
を
反
映
し
て

過
去
最
高
の
33
名
の
参
加

と
初
参
加
の
方
も
目
立
ち

ま
し
た
。
会
は
2
～
3
月

を
会
の
強
化
期
間
と
し
て

市
民
に
広
く
入
会
を
よ
び

か
け
る
方
針
で
す
。
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踏
切
整
備
な
ど
報
告

笠
縫
土
地
区
画
整
理
事
業
説
明
会
開
催

文
化
を
通
じ
て
憲
法

９
条
を
広
げ
よ
う

飯
能
市
立
病
院
の
縮
小
・

廃
止
問
題
は
、
保
守
系
議

員
が
「
縮
小
・
廃
止
の
検

討
」
を
求
め
た
こ
と
を
口

実
に
、
飯
能
市
の
保
健
と

福
祉
の
将
来
を
考
え
る
懇

談
会
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

平
成
18
年
度
に
わ
ず
か

な
数
時
間
の
検
討
で
、
近

隣
に
岡
村
ク
リ
ニ
ッ
ク
、

武
蔵
台
病
院
な
ど
が
で
き

た
な
ど
と
し
て
、
「
市
立

病
院
と
し
て
入
院
機
能
を

残
す
必
要
性
は
薄
い
。
病

床
規
模
を
段
階
的
に
縮
小

し
、
将
来
的
に
入
院
機
能

を
廃
止
す
る
」
と
結
論
を

出
し
、
沢
辺
市
長
は
無
床

の
診
療
所
に
す
る
方
針
を

明
ら
か
に
し
ま
し
た
。

日
本
共
産
党
は
、
議
会

で
の
論
戦
と
と
も
に
、
職

員
、
住
民
と
「
市
立
病
院

を
良
く
す
る
会
」
に
参
加

し
、
学
習
会
、
住
民
懇
談

会
、
署
名
運
動
な
ど
を
す

す
め
て
き
ま
し
た
。

市
立
病
院
を
よ
く
す
る

会
は
、
市
立
病
院
の
病
床

の
確
保
と
患
者
の
送
迎
を

求
め
る
署
名
は
、
「
良
く

す
る
会
」
一
万
筆
、
自
治

会
が
一
万
一
千
筆
の
大
き

な
運
動
に
な
り
ま
し
た
。

こ
う
し
た
住
民
運
動
が

市
政
を
動
か
し
、
「
縮
小
・

廃
止
」
の
結
論
を
白
紙
に

戻
さ
せ
、
有
識
者
会
議
を

設
置
し
て
、
再
検
討
を
さ

せ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
指
定
管
理
者

制
度
が
導
入
さ
れ
ま
し
た

が
、
委
託
先
病
院
の
努
力

も
あ
り
、
信
頼
さ
れ
る
医

療
施
設
に
な
り
ま
し
た
。

市
は
４
億
円
を
か
け
て
、

改
修
・
整
備
を
行
い
、
19

床
の
ベ
ッ
ド
と
29
床
の
小

規
模
老
人
保
健
施
設
の
医

療
介
護
セ
ン
タ
ー
と
し
て
、

入
院
ベ
ッ
ド
を
確
保
し
、

患
者
の
送
迎
も
実
現
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

みなさんと力をあわせて
実現しました。

飯能市立病院
入院ベッドの存続

と患者の送迎 ①


